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研究成果の概要（和文）： 

本研究は，大企業組織において，組織全体のマネジメントを担う立場の女性を「女性上級

管理職」と呼び，彼女たちが力を発揮できている組織マネジメントのもつ仕組みの特徴を明

らかにすると共に，女性上級管理職自身のマネジメント能力とはいかなるものであるのかを

明確にすることを目的した。研究の結果，現・女性上級管理職の昇進には，本人の積極的な

実績の存在とともに，それを評価する上司の存在が非常に大きいことが発見された。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 We conducted research to find out that how female senior managers in Japan, such as 
board of directors, did climb up their career and what kind of ability they need, also, 
what kind of management system of the organization did support their career continuation.  
After the series of interviews and questionnaire survey, we find that the key essence 
of the promotion is not only personal ability but also her supervisor’s support. 
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１．研究開始当初の背景 

 経営者、医師、弁護士等、従来は「男性の

職業」と見なされていた職業に女性が進出し

て久しい。昨今では大企業における女性の役

員や、医学部の女性教授、弁護士ランキング

に名前の載る女性弁護士など、未だ少数派で

はあるが、企業の中で昇進し，上級管理職の

地位に着き、上級管理職の地位に着く女性は

確実に存在するようになっている。とはいえ

企業の中で管理職以上を女性が占める比率

は確実に増加傾向にあるものの，いまだ上級

管理職における女性の数は大変少ない。日本

政府も、平成17年12月に決定された男女共

同参画基本計画において、2020年までに指導

的地位にある女性が少なくとも３０％を占

めることを目標においている。彼女達をとり

まく組織マネジメントについては未だ「手探

り」状態で確固たる指針が無いのが現状であ

る。女性の上級管理職が特別な存在で、恵ま

れた条件と類まれな努力と能力を持ってい

る極少数の人だけのポジションという状況

から、男女問わず、力を発揮した人が得るポ

ジションへと変えるには、これまでの組織マ

ネジメントの延長では難しい。上級管理職へ

の女性進出の流れを促進し、彼女たちが組織

の中で力を発揮できる仕組みを作ることは、

今後我が国の経済においても最重要な課題

とされた。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、大企業組織において、組織全

体のマネジメントを担う立場の取締職以上

の女性を「女性上級管理職」と呼び、彼女た

ちが自らの力を発揮している組織マネジメ

ントのもつ仕組みの特徴を明らかにすると

共に，活躍する女性上級管理職自身のマネジ

メント能力とはいかなるものであるのかを

明確にすることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 先行文献研究，インタビュー調査（女性上

級管理職および女性医師）および質問紙調査 

 

４．研究成果 

 本研究は，女性上級管理職および女性医師

を対象として行われてきた。女性医師は，プ

ロフェッショナルとして，従来から資格とし

ての平等性を言われていながらも実務上，め

にみえぬ制約により大学病院医局の長にな

ることが極めてまれな状況であることを踏

まえ，女性上級管理職の今後を考えるための

よき参考事例となると考えたためである。 

本研究の成果は以下の5点にまとめられる。 

 

（１）先行文献研究からは，以下の特徴が

あった。 

①女性管理職研究において対象としてい

る研究の殆どが女性中間管理職を対象にし

て行われた研究である。本研究が主として扱

う上位階層の管理職を対象にした研究は殆

どない。 

②社会学特にフェミニズム、ジェンダー論

の観点からの働く女性、女性管理職の研究は

多く見られるが、これら研究の多くは社会の

中で女性がどのように扱われそして変化す

るのか、変化してきたのか、というマクロの

ダイナミクスに主眼をおいており、本研究の

意図する「性別が女性である人間がプロフェ

ッショナルとして活動するためには本人が

どのような能力を持つべきかだけでなく、組

織としてもどのようなマネジメントシステ

ム、人事制度、業績評価システム、研修、教

育、支援の仕組みを作るべきか」という視点

からの研究は少ない。 

③ダイバーシティマネジメントの立場か

らの研究は経営学における視点を含んでい

るものの，人的労務管理の立場からのものに

とどまっている。 

 

（２）インタビュー調査の結果次の点が示唆

された。 

①現在の女性上級管理職は，組織の中のマ

ネジメントの仕組みによって昇格が実現し

たというよりも，男女の区別なく部下を引き

上げる上司に認められた結果現在の地位に

あるという認識である。 

②現在上級管理職にいる女性は，仕事にの

めりこみながら与えられた目標への実績を

上げてきた。 

 



（３）女性のプロフェッショナル職として女

性医師を対象とし，キャリアの長いものから

短いものまでのキャリアに影響を及ぼした

要因をインタビュー（20人）によって分析し

たところ，医局が信頼性の担保として大きな

役割を示したこと，キャリアが長くなるほど

病院以外とのネットワークへの関心が広が

っていることが示唆された。 

 

（４）質問紙調査からも，現女性上級管理職

は，①エネルギッシュな仕事ぶりを自他共に

認めていること。②ポジションを目指して社

内で仕事をしてきてはいないこと。③会社や

上司に認められ，引き上げられて現在の地位

を得ていると認識していること ④社内ネ

ットワークの構築には積極的でないが，キャ

リア後期には社外ネットワークから影響を

受けていることが示唆された。 

 

（５）上記から，女性管理職を上級へと昇進

を可能にするには，男女区別のない評価がで

きる上司の育成と，それを裏打ちする評価制

度の必要性が必要である。 

 

（６）女性本人にとっては，ネットワーク形

成にそれほど積極的ではなかったが，キャリ

ア後期に社外へと目を向けていたことから，

早くから社外と人的ネットワーク形成を心

がけることが有用となる可能性がある。 
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